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　　  ●開館時間
セミナー開催時は午後9時まで
：午前10時～午後 6時（火～金曜）

　 　 　 　 　 午前10時～午後 5時（土曜）
　　  ●休 館 日：日曜・月曜・祝日・年末年始

■東京メトロ　銀座線／半蔵門線／千代田線
　表参道駅B2出口より徒歩約5分
■JR　渋谷駅東口より徒歩約10分

 　　 ●業務時間：午前10時～午後  6  時
　　  ●休 業 日：土曜・日曜・祝日・年末年始

〒150-0001
東京都渋谷区神宮前5-53-70 国連大学1F
Tel.03-3407-8107　Fax.03-3407-8164
http://www.geoc.jp/

〒150-0001
東京都渋谷区神宮前5-53-67 コスモス青山B1F
Tel.03-3406-5180　Fax.03-3406-5064

「環境ボランティアなび 2014」配布中
 
今夏、関東環境パートナーシップオフィスでは、環境
保全活動等を行う団体の一般市民や企業等とのボ
ランティアマッチングの促進を目的として、「環境ボ
ランティアなび2014」を発行しました。関東ブロック
内に拠点を置くNGO/NPO48団体の環境ボランテ
ィア情報や、初心者にも役立つ参加のコツや情報
収集の方法、各地域の主な中間支援センターの情
報が掲載されています。GEOCウェブサイトからもダ
ウンロードできますのでぜひご覧ください。

お  知  ら  せ

　編集委員
　　平田 裕之、尾山 優子、藤原 祥子、
　　今井 麻希子（順不同）

『つな環』をインターネットからもお楽しみください。
ウェブ版：http://www.geoc.jp/information/tsunakan

自分に適したボランティア活動がみつ
かると評判の「環ボラ占い」も掲載。

　2015 年 3 月、第 3回国連防災世界会議が仙台で開催さ
れる。2005 年に神戸で開催された第 2回会議では、2005
年から 2015 年までの国際的な防災取組「兵庫行動枠組」
が策定された。今回の会議では、その後継枠組が策定さ
れる予定である。
　会議には国連加盟国（193 カ国）や国際機関、NGO等、
合計 4万人もの参加が予想されている。東日本大震災な
ど多くの災害を体験した日本からの知見を世界に共有す
べく、政府関連省庁や仙台開催実行委員会などが準備に
あたっている。国際会議に参加できる市民は限られてい
るため、パブリック・フォーラム（関連事業）などを通
じた、一般参加者と海外からの来場者との交流の場づく

りが課題だ。
　防災会議に日本の市民社会の声を届けようと、2014
年 1 月には、2015 防災世界会議日本 CSOネットワーク
（JCC2015）が誕生した。人権や福祉、開発や環境など
国内外のさまざまな領域で活動する 95 の団体やネット
ワークが加盟し、東北被災地とつながり、政府間交渉へ
の提言づくりなどを行っている。
　国際的議論に、現場からの声をいかに反映していくか。
気候変動対策や生態系サービスを活かした防災など、環
境の観点からどのような貢献がはかれるか。今後の展開
に注目していきたい。

（文：つな環編集部）

国連防災世界会議に向けて

JCC2015 が福島で開催した活動報告会の様子

ESDの10年
～これまでと、これから～ 2
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環境パートナーシップを生み出すESDの国内事例
　事例1：行政事業として―ESD人材育成事業
　事例2：学校現場の声―フューチャーセッション
　事例3：企業とNPOの協働活動
　　　　 ―「Green Gift」プロジェクト

Global Column 国連大学におけるESDの取り組み
 ESD地球市民村の開催
本の紹介
パートナーシップ・トーク
国連防災世界会議に向けて
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座談会

環境省ESDマスコットキャラクター「はぐクン」の活躍（一部写真提供：環境省）

文部科学省・環境省コラボキャラクター

特集 ESDの10年
  ～これまでと、これから～


